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縄
文
時
代
中
期
以
降
、
日
本
列
島
で
は
定
住
化
が
進

み
、
弥
生
時
代
に
は
水
稲
耕
作
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
列
島
に
自
生
す
る

利
用
」（
村
上
由
美
子
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の

で
詳
細
は
省
く
が
、
図
１
で
は
上
の
ほ
う
の
器
種
（
掘

削
具
、
掘
削
具
柄
、
農
具
、
工
具
・
雑
具
、
容
器
・
食

事
具
）
は
広
葉
樹
の
使
用
比
率
が
高
く
、下
の
狩
猟
具
・

武
具
や
建
築
部
材
は
針
葉
樹
が
大
半
を
占
め
る
。

弥
生
～
古
墳
時
代
の
木
質
資
源
の
地
域
間
流
通

その10
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特
に
鍬
や
鋤
な
ど
の
掘
削
具
に
は
重
く
て
堅
い
ア
カ

ガ
シ
亜
属
・
ク
ヌ
ギ
節
・
コ
ナ
ラ
節
を
多
く
用
い
る
。

弥
生
時
代
集
落
の
立
地
と
木
質
資
源
の
流
通

弥
生
時
代
の
人
々
は
多
く
の
場
合
、
前
述
の
よ
う
な

木
材
、
な
か
で
も
身
幅
が
20
㌢
㍍
以
上
の
鍬
を
「
８
分

の
１
分
割
材
」
か
ら
柾
目
（
図
２
を
参
照
）
で
採
る
た

め
に
、
直
径
60
㌢
以
上
の
ア
カ
ガ
シ
亜
属
大た
い

径け
い

木
を
入

樹
木
は
木
の
性
質
に
応
じ
て
様
々
な
生
活
物
資
＝
木
製

品
へ
と
姿
を
変
え
ら
れ
た
。

弥
生
時
代
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
は
周
辺
に
自
生
す

る
樹
木
で
日
常
的
に
使
う
木
製
品
を
賄ま
か
なえ
た
が
、
な
か

に
は
周
辺
に
有
用
な
樹
木
が
自
生
し
て
い
な
い
地
域
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
住
む
人
々
は
、
山
間
部

～
丘
陵
近
く
の
集
落
と
繋
が
り
を
も
ち
、
主
に
河
川
を

利
用
し
て
必
要
な
木
質
資
源
を
入
手
し
た
。

古
墳
時
代
に
は
使
用
樹
種
の
大
半
が
針
葉
樹
と
な

り
、
山
間
部
で
製
材
・
加
工
し
た
木
質
資
源
を
沖
積
低

地
へ
運
ぶ
た
め
の
大
規
模
な
流
通
網
が
整
備
さ
れ
た
。

弥
生
人
が
好
ん
で
用
い
た
樹
種

図
１
は
愛
知
県
清
須
市
・
名
古
屋
市
西
区
に
所
在
す

る
朝あ
さ

日ひ

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳

時
代
中
期
に
か
け
て
の
木
製
品
を
用
途
ご
と
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
さ
れ
た
樹
種
の
割
合
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
（
１
）。

樹
種
と
木
製
品
の
用
途
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、

本
特
集
そ
の
６
「
遺
跡
出
土
の
生
活
用
具
で
探
る
木
材

スギ

図１　愛知県 朝日遺跡出土木製品の機種別 樹種組成グラフ（文献１を改変、グラフ
中央の太線より左が針葉樹で右が広葉樹を示す　図４・５も同様）
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手
し
や
す
い
台
地
や
丘
陵
の
縁
辺
か
ら
２
～
３
㌔
㍍
以

内
の
距
離
で
、
な
お
か
つ
水
稲
耕
作
が
容
易
な
沖
積
平

野
の
微
高
地
上
に
集
落
を
構
え
た
。

た
だ
し
日
本
列
島
を
見
渡
す
と
、
い
く
つ
か
例
外
と

な
る
地
域
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
濃
尾
平
野

で
あ
る
。
現
在
の
濃
尾
平
野
は
東
西
約
30
㌔
、
南
北
約

40
㌔
の
広
大
な
沖
積
平
野
だ
が
、
弥
生
時
代
前
期
の
海

岸
線
は
木
曽
三
川
の
河
川
活
動
に
よ
っ
て
陸
地
化
が
進

ん
だ
現
在
の
海
岸
線
よ
り
20
㌔
ほ
ど
内
陸
に
位
置
し
、

そ
の
南
に
は
干
潟
が
広
が
っ
て
い
た
。

朝
日
遺
跡
は
、
こ
の
濃
尾
平
野
の
南
東
部
に
位
置
す

る
東
日
本
最
大
の
弥
生
時
代
集
落
で
あ
る
。
弥
生
時
代

前
期
（
紀
元
前
６
～
５
世
紀
頃
）
か
ら
人
が
住
み
始
め
、

古
墳
時
代
中
期
（
紀
元
５
世
紀
頃
）
ま
で
継
続
す
る
。

そ
の
立
地
は
か
つ
て
の
海
岸
線
に
近
い
（
図
３
）。

濃
尾
平
野
は
縄
文
時
代
後
期
ま
で
木
曽
川
の
河
川
活

動
が
活
発
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
海
側
の
沖
積
平
野
の

よ
う
に
ス
ギ
な
ど
の
大
径
木
が
育
つ
だ
け
の
時
間
的
・

空
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
朝
日
遺
跡

で
は
弥
生
時
代
中
期
前
葉
（
紀
元
前
４
世
紀
頃
）
か
ら

マ
ツ
属
や
ヤ
ナ
ギ
属
を
一
定
数
用
い
て
い
る
（
図
４
）。

花
粉
や
大
型
植
物
遺
存
体
の
分
析
結
果
か
ら
も
、
濃
尾

平
野
低
地
部
に
人
が
定
着
し
始
め
た
頃
は
草
本
類
が
主

体
で
、
そ
こ
に
マ
ツ
属
や
ヤ
ナ
ギ
属
な
ど
が
ま
ば
ら
に

生
え
る
よ
う
な
植
生
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
２
）。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
貧
相
な
植
生
の
み
で
は
、

１
０
０
０
年
近
く
同
じ
場
所
に
巨
大
集
落
を
営
み
続
け図４　愛知県 朝日遺跡出土木製品の時期別 樹種組成変遷グラフ（文献１を改変）

図３　濃尾平野周辺地域における木材生産地と消費地の関係（S=1:500,000　地図はスーパー地形
を利用）
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水
稲
耕
作
が
開
始
さ
れ
た
弥
生
時
代
前
期
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
可
能
性
が
高
い
。

広
葉
樹
か
ら
針
葉
樹
へ
～
木
質
資
源
外
部
依
存
体
制
の
確
立

次
に
、
西
三
河
の
矢や

作は
ぎ

川が
わ

右
岸
に
位
置
す
る
愛
知
県

安
城
市
鹿か

乗の
り

川が
わ

流
域
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
木
質
資
源

の
樹
種
組
成
を
見
て
み
る
（
図
５
）。

こ
こ
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
～
後
期
前
半
（
紀

元
前
１
世
紀
～
紀
元
１
世
紀
頃
）
か
ら
中
世
に
至
る
多

量
の
木
製
品
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
時
期
ご
と

に
見
て
い
く
と
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
ヒ
ノ
キ
科
の

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
日
々
の
燃
料
材
や
竪
穴

建
物
の
建
築
材
な
ど
に
用
い
る
ク
ヌ
ギ
節
・
コ
ナ
ラ
節
・

マ
キ
属
な
ど
の
中
・
小
径
木
を
主
体
と
す
る
林
（
里
山

的
な
植
生
）
を
人
為
的
に
集
落
の
周
辺
に
創
り
出
し
、

定
期
的
に
伐
採
す
る
こ
と
で
、
萌ぼ
う

芽が

更
新
に
よ
り
長
期

的
に
こ
れ
を
維
持
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」　

濃
尾
平
野
東
部
の
春
日
井

台
地
上
に
位
置
す
る
春
日
井
市
勝か
ち

川が
わ

遺
跡
で
は
、
ア
カ

ガ
シ
亜
属
の
原
木
・
分
割
材
・
鍬
の
未
成
品
な
ど
が
斧

柄
と
と
も
に
多
数
出
土
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
ア
カ
ガ

シ
亜
属
を
主
体
と
す
る
常
緑
広
葉
樹
の
伐
採
・
分
割
・

加
工
が
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
た
（
３
）。
こ
の
勝
川

遺
跡
が
立
地
す
る
尾
張
東
部
の
春
日
井
台
地
か
ら
北
西

方
向
に
か
け
て
の
丘
陵
部
は
、
半
径
20
キ
ロ
ほ
ど
の
円

弧
を
描
い
て
濃
尾
平
野
低
地
部
を
囲
ん
で
い
る
。
こ
の

半
径
20
㌔
の
円
弧
の
エ
リ
ア
が
ア
カ
ガ
シ
亜
属
な
ど
常

緑
広
葉
樹
の
分
割
材
を
濃
尾
平
野
低
地
部
に
供
給
す
る

「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
ら
し

い
（
図
３
）。

「
木
材
経
由
エ
リ
ア
」　
「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」
と
、

濃
尾
平
野
低
地
部
の
ア
カ
ガ
シ
亜
属
大
径
木
は
自
生
し

な
い
が
、
そ
の
分
割
材
を
入
手
し
て
木
製
品
生
産
を

行
っ
て
い
た
「
木
材
消
費
エ
リ
ア
」
は
直
線
距
離
で
10

～
20
㌔
離
れ
て
お
り
、
そ
の
中
間
に
は
木
曽
川
扇
状
地

扇
端
部
の
主
要
河
川
（
か
つ
て
の
木
曽
川
の
本
流
筋
）

ご
と
に
複
数
の
遺
跡
が
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
群

は
、
丘
陵
～
台
地
上
の
「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」
の
集

落
群
と
沖
積
低
地
の
「
木
材
消
費
エ
リ
ア
」
を
河
川
で

繋
ぎ
、
製
材
済
み
の
木
質
資
源
を
平
野
全
域
に
行
き
渡

ら
せ
る
「
木
材
経
由
エ
リ
ア
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。

「
針
葉
樹
大
径
木
調
達
エ
リ
ア
」　
「
カ
シ
類
調
達
エ

リ
ア
」
の
更
に
外
縁
部
の
山
地
に
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

科
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
モ
ミ
属
な
ど
針
葉
樹
大
径
木
を
調

達
す
る
た
め
の
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
朝
日

遺
跡
の
樹
種
組
成
変
遷
グ
ラ
フ
（
図
４
）
の
ス
ギ
と
ヒ

ノ
キ
科
の
割
合
を
見
る
と
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
か
ら

後
葉
ま
で
は
ス
ギ
が
多
い
の
に
対
し
、
弥
生
時
代
後
期

以
降
は
ヒ
ノ
キ
科
が
卓
越
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
れ
は
、

濃
尾
平
野
周
辺
の
山
地
の
低
地
部
寄
り
に
自
生
し
て
い

た
ス
ギ
の
伐
採
が
進
行
し
て
枯
渇
し
た
た
め
に
、
よ
り

奥
地
の
ヒ
ノ
キ
科
へ
と
伐
採
の
対
象
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
墓
の
木も
っ

棺か
ん

材
で
あ
る
コ
ウ
ヤ
マ
キ

図５　愛知県 鹿乗川流域遺跡群出土木製品の時期別 樹種組成変遷グラフ（文献１を改変）

使
用
が
増
え
て
い
き
、特
に
古
代
・

中
世
で
は
全
樹
種
の
お
よ
そ
８
割

を
ヒ
ノ
キ
科
が
占
め
る
に
至
る
。

こ
の
遺
跡
群
は
碧へ
き

海か
い

台
地
と
呼

ば
れ
る
台
地
に
接
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
木
質
資
源
が
豊
富
に
あ
っ

た
。
そ
の
碧
海
台
地
上
の
自
然
植

生
に
近
い
の
が
図
５
の
グ
ラ
フ
の

最
も
上
の
自
然
木
サ
ン
プ
ル
（
遺

跡
か
ら
出
土
す
る
木
材
の
う
ち
、

ほ
と
ん
ど
人
為
的
な
加
工
痕
跡
の

認
め
ら
れ
な
い
木
片
）
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
コ
ナ
ラ
節
・
ク

リ
・
ク
ヌ
ギ
節
を
主
体
と
す
る
二

次
林
（
里
山
）
的
植
生
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

弥
生
時
代
中
期
後
葉
～
後
期
前

半
と
弥
生
時
代
後
期
後
半
～
古
墳

時
代
前
期
（
紀
元
２
～
４
世
紀

や
、
楯
に
使
う
モ
ミ
属
も
、
こ
の

エ
リ
ア
に
群
生
し
て
い
た
と
想
定

で
き
る
。

濃
尾
平
野
低
地
部
で
は
弥
生
時

代
前
期
に
遡
る
木
製
品
の
出
土
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
よ
う

に
木
曽
三
川
の
河
川
活
動
が
落
ち

着
く
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
の
時
間

的
経
過
が
短
い
た
め
、
沖
積
低
地

の
植
生
は
弥
生
時
代
前
期
以
降
、

こ
の
地
に
定
着
し
た
人
々
が
人
為

的
に
里
山
的
植
生
を
創
り
出
す
ま

で
は
、
基
本
的
に
草
本
類
が
主
体

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
「
針
葉
樹
大
径
木
調
達
エ
リ

ア
」・「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」・「
木

材
経
由
エ
リ
ア
」・「
木
材
消
費
エ

リ
ア
」
と
い
う
同
心
円
状
の
集
落

間
分
業
の
始
ま
り
は
、
こ
の
地
で
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頃
）
の
樹
種
組
成
も
ま
た
こ
れ
に
近
く
、
そ
こ
に
ス
ギ

と
ヒ
ノ
キ
科
が
若
干
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に

は
碧
海
台
地
の
植
生
に
頼
り
つ
つ
、
外
部
（
矢
作
川
上

流
か
？
）
か
ら
針
葉
樹
材
を
入
手
し
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
れ
が
大
き
く
変
わ
る
の
が
古
代（
８
～
９
世
紀
頃
）

で
、
こ
れ
以
降
は
周
辺
植
生
と
関
わ
り
の
な
い
、
完
全

に
外
部
に
依
存
し
た
樹
種
組
成
と
な
る
。

同
じ
こ
と
は
、
奈
良
県
北
東
部
の
奈
良
盆
地
東
辺
地

域
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
弥
生
時
代
に
は
、
磯し

城き

郡ぐ
ん

田た

原わ
ら

本も
と

町ち
ょ
うの
唐か
ら

古こ

・
鍵か
ぎ

遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
奈

良
盆
地
の
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
集
落
の
木
製
品
は
、

基
本
的
に
集
落
周
辺
の
木
質
資
源
で
賄
え
て
い
た
。

し
か
し
、
古
墳
時
代
（
特
に
中
期
）
以
降
、
掘
削
具

に
は
鉄
製
の
刃
先
が
装
着
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
木
部

の
損
耗
が
無
く
な
る
た
め
か
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
を
用
い

た
掘
削
具
の
出
土
量
じ
た
い
が
大
き
く
減
少
す
る
。
更

に
、
沖
積
低
地
の
遺
跡
か
ら
は
木
製
品
の
伐
採
・
加
工

に
用
い
る
斧
柄
の
出
土
例
も
少
な
く
な
る
。

そ
の
結
果
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
製
品
全
般
に
お

け
る
広
葉
樹
の
使
用
比
率
が
著
し
く
減
少
し
、
そ
の
大

半
を
ヒ
ノ
キ
科
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
占
め
る
よ
う
に
な

る
。
ヒ
ノ
キ
科
は
主
と
し
て
武
器
・
祭
祀
具
・
建
築
部

材
な
ど
に
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
専
ら
古
墳
の
木
棺
材
に
使

用
さ
れ
て
い
た
。

《
注
》

図
３
・
６
の
地
図
に
は
ス
ー
パ
ー
地
形
（https://w

w
w
.kashm

ir3d.
com
/online/superdem

app/

）
を
用
い
て
い
る
。

《
引
用
文
献
》

（
１
）
樋
上　

昇
（
２
０
１
６
）『
樹
木
と
暮
ら
す
古
代
人
―
木
製

品
が
語
る
弥
生
・
古
墳
時
代
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

４
３
４　

吉
川
弘
文
館

（
２
）
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
２
０
０
７
）『
朝
日
遺
跡
Ⅶ
』

（
３
）
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
１
９
９
２
）『
勝
川
遺
跡
Ⅳ
』

（
４
）
青
柳
泰
介
・
福
田
さ
よ
子
（
２
０
１
９
）「
大
和
の
古
墳
時
代

木
材
生
産
地
の
様
相
―
大
和
高
原
奈
良
市
田
原
地
区
の
木
製

残
材
の
分
析
か
ら
―
」
鈴
木
裕
明
編
『
古
墳
時
代
王
権
中
枢

の
木
材
利
用
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
平
成
26
～
30
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｂ　

研
究
成
果
報
告
書

こ
れ
ら
ヒ
ノ
キ
科
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
濃
尾
平
野
低
地

部
と
同
様
、
奈
良
盆
地
内
に
は
自
生
し
て
お
ら
ず
、
必

然
的
に
外
部
地
域
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。

青
柳
泰
介
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
奈
良
盆
地
東
辺
の

山
間
部
が
こ
れ
ら
の
木
材
の
伐
採
・
加
工
地
だ
っ
た
よ

う
で
、
こ
の
山
間
部
エ
リ
ア
の
小
盆
地
内
に
立
地
す
る

遺
跡
か
ら
は
、
例
外
な
く
木
材
加
工
場
の
痕
跡
と
み
ら

れ
る
ヒ
ノ
キ
科
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
端は

材ざ
い

が
大
量
に

出
土
す
る
（
４
）。

こ
の
こ
と
は
古
代
～
中
世
の
様
々
な
文
書
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
『
正
し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

文も
ん

書じ
ょ

』
に
は
「
山や
ま

作つ
く
り

所ど
こ
ろ」
と
し
て
登
場
す
る
。
古
墳
時
代
初
頭
（
紀
元

木材

消費地
(木器

ワニ

２
～
３
世
紀
頃
）
に
形
成
さ
れ
た
奈
良
盆
地
東
辺

の
山
間
部
～
木
津
川
～
奈
良
盆
地
と
い
う
木
質
資

源
の
流
通
ル
ー
ト
は
、
飛
鳥
時
代
後
期
の
藤ふ
じ

原わ
ら

宮き
ゅ
う、
更
に
は
奈
良
時
代
の
平へ
い

城じ
ょ
う

宮き
ゅ
う・
京
や
大
寺

院
の
造
営
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
、

中
世
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
（
図
５
）。

図６　奈良盆地東辺地域における木材生産地と消費地の関係（S=1:200,000　文献
４をスーパー地形にて改変）




